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マルタ z シの日趨期活動

貝類の日週期活動に関しては、高橋敬三、松井喜三
両氏のアフ D カマイマイ. 森主一氏のカワニナ及びヤ
マトカワニナ、同じくアゴヤガイ、クスカワマイマイ
などに関しての研究がある。私は-:('Jレタニνの日週期
活動を、出来るかさFりの外的諸条件を含めて観察い
ことにまとめて見た。宏文は兵庫県生物学会1953年度
総会において発表したものであることをお断りしてお
く。なお本文に先だち、色々と御助言を賜わった山太
義丸先生. 松山磯良E先生、京都大学の森主ー先生に対
し謝意を表します。
ω観察と測定
マノレタニジは犬小不問はあるが、全国的に分布して
いる種で、 71 < 回、川、池などには普通に見かける縁黒
色の毅高 3 0 m m - 4 0 m m の貝である。
氷上郡生娘除ずで採集し殻高 20min以上の員を用い、
直径約 3 0 c m の円型水槽に水は 1 0 c m、7Jく}曹は 5個を
用いて、各50個体ずつを放ち、 1 日以上放置して観察
を開始した。 2 月と 3 月に10回、 4 月に 1回、計11回
の記録をした。 1回の観察時間は 24 時間で、 1 固に
225個体の貝を使用し、延べ 2650個体の貝について 1
時間または 2時聞をへだて. 活動中の貝を数えて、活
動指標とし、日週活動を見た。外的要因の測定は、照
度、気温、水温、空中温度、濃度は毎回測定し、夜は
徴光燈を用いて観察した。 2 0 m m以下の貝を用いなか
った理由は、これ以下の貝は明らかに幼貝で、成員と
の活動状泥が異なりはしないかという懸念からであ
る。
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( の活動の推移
3 月22から 23 日にかけての観察の一例を示すと、

くFig. 1) 朝はふたをとじていて，群衆活動曲線は森
氏のワスカワマイマイのと非常に異り、最低で. (0.9 

細見 彬 文

%71く混 4 0 C) 漸次その数を増し、 15-16 時頃が最高
(同90%.......98%71<温240 C) となり、その後次第に逆転が
表われ、照度が O ノレツクスに近づくのには関係ぜず、
同様の曲線で活動数を減じ、午前 2時頃には、約半数
の活動を見、日の出前にはも例外をのぞき殆んど情動
を停止する。そうして、同上の様に活動数を場してい
く。なお12時から 15時にかけて. 71 < 温、照度の上昇に
ともなう急激な活動数の上昇を見るのも面白い。しか
しながb 、第 3図において、全くそれが見られないの
はどうしたものであるうか。また( Fig. 4) の測定に
おいては水温を 20?Cに保ち、 100個体を使用して観察
した。比較的長時聞においても活動数は変じない。こ
の図において水温との関係が大きなようである。
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( 扮外的要因との関係
A 物混的要因
1 E 常の日; I l l l ! 期変化範囲内においては壬水温が主導因

子となるようである。そして、 '71 <温、体温、 v地温が促
進及び制限因子として働きかけるようである。〈体濁，， 
地温は7 J < 混と密携な関係にあり、ほとんど養がないと
考える。〉 また水温も 5 0 C 以下ならば、制限的に働
きかけ、それより 30?C に近づくことによりそれは促
進的に働きかける様である。水温が 30"C以下 5 0 C 以
上で上昇することが、活動を起す一大条件であるよう
である。活動停止には水温が下ることをあまり必要と
しないものもある。( l 5  oc で活動する少数〉。
夜の活動制限は副射熱の下降にさもなう 71く瓶の降下で
あると思はれる。犀聞はその逆となり、それらの上昇
により活動が、容易になるものと思われる。ただし水
分の少ない所は問題外である O 水分の獄少は制限的に
働く。
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温度を一定 (20つC) とするグラフの後部活動曲線が
1 下り始めているが、これは腹足の疲労のためではない
かと思うが、も少し続けてやって見る必要があろう。
(4) 参考文献
森主 - 1948 アコヤガイの日週期活動グイナス15

B 生物的要因 i  ( 1 - 1 4 )  
これらは筈敵と食性の問題が上げられよう。これら

の中で物理的要因のどとくに窓種の日週期を逆怒させ
るがごとき強力な影響を持つものはないようである。
害敵としては、ト九へピ. カエノレ、ヒトなどが考え
られる。また一方. 食性としての要因もあろうが. 資
事寺の持ち合せがない。
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森主 - 1949 ヲスカワマイマイの日週期活動グイ
ナス15 ( 5  - 8 )  

主 - 1949 動物の週湖沼動〈単行本〉森

(p.84から〉(p.47から〉
コウライシパ〈チョウセ Y Vメ、イト y メ〉 縮んだ核 (a) と縮んだ部分とふくれた部分

をもっ核 (b)
核の両端が異った形と構造のゴムギの雄核
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Z. tenuifoJia  Trinius Fig. 28 
筒旬して生ずる多年生草本。地下茎は径 1 m m、節
より 5 c m ばかりの地上茎を生じ、茎上小穏をつく、
穂長1 .5 c m。地上芝、基雪¥ l より奨菱重生ず。葉は針状、
長さ 1 0 - 2 5 m m、巾 1 m m、色帯顕箸なるも甚だしく
狭し。く葉身巾の半分〉。葉蒸なく、薬基部より有fμ軟
毛族出、歌毛発生部はかんざし状となる。葉身、小舌
ともに革質、小舌 O . l m m、微細。奨鞘は開き葉身と
共に緑辺細鋸歯を具う o くHab. 神戸市小野浜〉

suzuki



